
令和３年２月４日 

農業改良普及課 

 技術指導関係グループ班長 殿 

関係各位 

農業総合試験場 

 企画普及部広域指導室 

  （作物担当） 

 

○ 本年産麦作の播種後気温は、平年に比較して11月第 4･5半旬、１

月第 5･6 半旬は高く、12 月第 4･5 半旬、1 月第 2 半旬は低く推移し

ています。 

 

○ 作物研究部作物研究室の麦生育診断情報（２月３日現在）によると、

茎立期は11月 10日播種では平年比で「きぬあかり」は４～８日早、

「ゆめあかり」は５～８日早と予測されています。また、これ以降の

播種期では平年に比較して０～５日早いと予測されています。 

 

○ 「きぬあかり」の11月上旬以前の播種で、茎立期を迎えつつあり

ます。現在の生育状態を考慮し、茎立期の追肥施用を行ってください。

なお、茎立ち追肥が早くなった場合、出穂期までの期間が長くなり子

実蛋白質含量が低下する可能性があります。穂揃期までに葉色が極

端に低下した場合は、追肥（10aあたり窒素量で2kg程度）を検討し

てください。 

 

〇 「きぬあかり」の 11 月中旬以降の播種及び「ゆめあかり」では、

２月下旬～３月上旬（茎立ち期）を目途に、４kg を追肥するよう指

導してください。肥効調節型肥料を利用した施肥体系では、生育状況

に応じた追肥を指導してください。 

 

○  気温の上昇に伴い湿害の発生が危惧されます。明きょの点検、補

修を行うことで、排水対策を徹底してください。 
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